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超高速蒸気タービンを完成

H+ンニ製作†叶では,かねてか-ニフム川二研究を

続けてきた圧縮機駆軌用超高速蒸こもタ〉¶ビ

ンの賀川化に成功,その節1弓一機とLて,

背圧彬燕ユもタービンを11朋口川口r｢]‾〃油株J〔

会什川l二1巾こ空郎か叶に約人,近く′美様上軌に入

る√⊃

川臼市聖1望油何では,本4覧;もクー1ビンを向

接脱硫プラントのガス上1三縮機を駆動させる

たオ)に丁射胡するものである｡

蒸;iタ

怖があり,

を持たせ,

するも♂〕､

ビンには背圧形と佗水形の∴和

洋圧形はターービンの排こい二†1三力

そグ)恭;くをプロセスなどに他用

重た子生水形はタービンの排1もを

佃水化するもク‾)である｡つ

f従来の背1了ユタービン叫叶転数は,毎分約

10,000【_L】1転が【斗ミ性とされていた り宮水ター

ビンの場でナ,約7,000～8,00耶=jl転)｡

二れに対L;上-1背圧ターービンは,15,000い1王

虹としミう超市Lごi速【l‾り転まで可能とLた｡,この

超i■.17i辿rL∫悔三助尖･呪グ)ためf-り/二では数多く♂〕

新托術を開発Lた.｡

才い二従火の蒸1もターービンでは繋が肺込式

のたれ 強J空に-＼▲∫i速化のネlソクとなってい

たが､本タービンでは襲をローー¶タかご〕,

体加1｢二する二･とによってイ桝主J℃の欠∴‡を了昨

消Lたt､一一休加二｢するため,ロータ柑を従

図l 超高遠タービンの内部構造

火の低でナ令糾かごっ狽と同一jく+1閂の12クロー

ム舶とした｡

クⅣ｢ビン速度の凋連装帯は､タービンの

′ト形化にマリチするよう′ト形の電十油ノ_j二Jモ

ガバナを抹周Lており,辿性一変割ら1ヒ格速

度の0.07%u‾‾‾lTときわめてすぐれている｡

重た,′尾J′一油圧J二(のたれ 従来のようなガ'

バナ駆別の】■iぎ｢卓装置もなく上叶軽油;分を坤純

な柵造としている｡

おもな仕様

形 ∫〔:lJカニ柿道中1も筒衝動式･け百三ターー1

ビン 川 力:1,100kⅥ･r 回 転数:

14,0001朋玩 ヰ三蒸こも圧力:421iトⅠ三

ノ在乞-く溢性:420℃ 排;毛庄ノJ:3.51モJ_-1三

+三貨満 放:3f貨

なお不超｢ミー■Jiノ墟∠iき1-七夕ービンの完成を足が

かりとLて,F‾トー′二では,将来30,000kll丁稚

壮までに～-l-り川り人引※lり,エチレン,アン

モニアおよしりタノールブラントノー‡ヨの圧縮

機恥劃はもちろん発′r一往用とLても派用する

方針であるL〕

湿式排煙脱硫装置の協同開発

H立J真空作柄は｢‾rl周′-一己ナノ株式全件と公告対

策卜有効なf昆〕ぺ淵卜煙脱硫装荷を協同閉ぎ邑す

ることに左‾り,胴印49年7月を目処(めど)

スラリータンク

ロ

∵
ル
･

ヽ
､
､

に｢】‾‾一国ノー‾E力株式会社水島発屯所に一存吊100.

000kW州当のムし作機(処理か1スエ昌壬310.000N

mソh)を設帯するたれ具体的な.殺.汁柿;汁を

開始Lた｡

プロセス概要

本プラントに拭川を

ロセスは,湿J･じ石J大石

パブコ･ソク･アンド･

メリク)で開発さメ‾L,

ナ荘Lている脱瑞ニブ

イrニうU_さであり,

ウイルコ･ソクス什(7

パブコ‥ノクFト｢仁が/ト

L[q托術J尊人することにi央完Lたものであるし)

本方法は,｢1桝口44年アメリカにおけるバ

イロ･ソト7うントによる■I二業化の.試み以水

りⅠき続いて､47年2ノJコモンウェルス･エ

ディ ソン什(シカゴ)のウイルカンテイ写邑`.に

所にそC7)1号機が設置され,所期の′l･′絹巨を

卜分にil㍍i足する妃適Lを得ている｡また,

2‾号機はカンサスシティに二呪イーl三社.没中で本

午11f]に試逆転開始の子定である｡

湿J朋見硫装置の上主巾とLては, 一舟抑てJに

脱硫効率もよく,装読もコンパクトである

などのノ1-二があげられているか,今川の脱硫

プラントにほ､湿J(の1_主所をさノ)にJ卜か一う▲

よう検妄一汁が加えられている()

二のf宗吾ノー〔石灰イト寸にう法の脱硫ソナ扶ほ

図2のように,岐収1苔にj壬り込まれたボイ

ラ排ガスのイオウ酸化物を石灰石スラリーで

l馴文除去IJて√にう(硫酸カルシウム)に化

学変化させ,脱硫を回る方法である<二.

清浄ガス

排ガス

ガス再加熱器

吸収液

石灰石スラ

石灰石

吸 収

‾‾■-‾■`‾■‾I

I

◆

循 環

タンク

ホイラ

9
煙突

一一丁-一補給水

;戻り水

∴副生晶■

∴◆処理系統

l 居 り 水 I l

+-----------------⊥◆---+

図2 日立B&W三塁式石灰石 石こう法排ガス脱硫プロセス

石

う
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レーザ光線による

手書きOCR"H-8959''発売

【トニ亡こ脚ノド‥斤で亡.土コンヒュ一夕プ)人力業主F呈

しr｢r.…ノ亡収りヘットにレーサた線を†f･トン

て‾トlミニきプ)数ノテニやl言亡サを.…ノニノち耽るモーilトきO

Cliいトト8959形光二､;チ:文ブナニ.ミイ川棚覧1■を1ヒ成,6

ノJlOトlか⊥-ン発ノ右Lた.

二･刀OCR(npiticalCard Reader)は昨

Jl二11Jいフ‾ノコンピュータ†た=出端メミ慌旨註在宅に【iメこ

什恍を仙1∫■,,そ･ノ1)子安昨′了改⊥■主をノJr】えて法払＼‾■】J

化しノ♪_二い7一で,ご土かきノJか∴A4サイス‾まで

ニ7‾)帖二渋グ､-‥ノトち叶上りができる二7)流ふ収慌

ノ)す衣川によりキー･･ハンナヤーノ)㌣rり化が【け

†氾ヒた･r-J/∴

レーサ)L維を川JljlJ/二nC R二王,ききに

アメリカノ､)コン ヒュータメー▲カ･■Cfミ(ニ)かJこJ

稚J三されてしlるか,【仙ノ+で7)r望,望ん川二∴上川め

てノ‾-もノ､〉でヰ)る

1こ朱書iモーニ+土.1l_､+_′二㌻シーHl三叫･小火川`た■叶ソ‾)"(:)

Clミイ軒先グ′し-∴7‾”か【ji--J碓7ノブ二Lノ‾)て∴レ

ーーーサソLプ己′卜柴1;一■Jカlノノ托せ-1ノれアニー)し稚かレン

ス‾系を′iかノ,帖リノ川Ifトキ′ヒナ仁一ノそこ′)l上射虹

を)じ】にJ′一州 て-′≧三け,そノ‾ノノ■に1t†∴リーキ1川

別して.i‾Jiげ11.flニに〕去り,丈ノj':を州別′｢るもンTJ

てある_

fノ亡水ゾJOC R+士,ノ1くノ=いて､‖拙トキ1▲

ヒ'る∴"2∴■.-二を人!≧】.･ニヒ‾う｢る-'′★`二‾､きし＼1ノしI

.iし1人柑川上かあっニ㌧か,ヰニ(〕C上そ二王し一叶)rL

純ノ‾〕.･∴いゝ柑■ととて十･一卜作ノJ′ト与し11十i■′卜:二

よ り､わ･く【J､=二=‖=二.言+人しナニ丈ノトをJノこ､Z人

1l'丈るニヒかて･きる.

おもな今寺長

(1);イこふ収ノン/∴と′ト+土,什授什ノ′ノr∴ト･8中

仙二紙子--■‾7て.】l=J+三れるノノて-,ヒ1ノ･)∫汁符

1璃て-そ+仙=JてノニJ

一オ‾--･--､㌦▼_

図3 日立光学文字読み取り機H-8959形
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(2)iiノ亡み収りイ絹巨文字を検出すると再走査

L,なおかつ読め乞･い場/rナはテ■ィ スプレ

イ+二に表示きれるので､キーボードから

の憺止かできる(オプショ ン)｡

r3J活字はもちろんf;与き文寺二の占売み取り

ができる｡

し4)校数行の読み取りのできるページIノー

ダである(克之大29行l柁)｡.

(5)浦キニの…読み取りについては宇和,字イ本

の拡充か存易である.二.

(611行し;一に‾ト+】トき文′‾Fと活′i･二がi㍑作Lて

いても試ゑ耽ることかできる=

(7】仰粍ごま従来の｢ili二きOC Rに比べ大幅

に安く乙･一-ノてし､る､

(8- ナンバーリ ング慌帖(■す丁ショ ン:･によ

り,…心ん収ったL｢-=史,帳ワた:二1ごさ丹ナンバーー

刀i‾ノ
＼仁.･

おもな仕様

(.1)ペイこ.ヱJiくり丈′ユ‾二

丁-.tトき之一j･二

打J一:･()9),.し1り･6仰:■(‾二･S･｢トX･Z･

J‾ノトム′J‾-りl

〔)(二†モーAフ1-

407ブナ ント､

ト,〔)CR一円｢′-1ン E

12Fフす ント

‾‾r【アシ ョ ン

()C王モーA圭ブニごまOCIく-Hニハ一斗ヒ:と′ト

マ･′レナフプーント放`ト純′JJ7)1トHご

(2■)帖LIJi叫-イス

:主力;さノヾ｢---A4サイ て

(■3.･】妄+ノ､文一ト軌

.･l

ラ
ー
.
∵

い
=
一

｢
一
爪

(4) 心ご人付くり池月空

14′i■二け

29-i■二.′テ】

36`j′二/†】

72`ト/′子J

叶†

トFう.川 ]
ノ＼ウキ人

2.150化/】1 1､800代/11

プラズマ溶接機 発売

lトンニご_望州三1叶では,100Aフ‾ラスーマ冶‡引去∈を

IH一･ト碓,6J】5l-17ト､.､社イこし′二.15A---一一40A

′ハブラてマ満柁f新王十て-ニニlいり‾之きれている

か,100Aン｢〉もこニ′)こ土1小一仁てご土細めてていある.

r7■=ラス'?ご三,超■+-jfl【し､ノ坦エネ/しキーー′ノ熱

i唱iヒして11紫l′;二+に仰ノ∵一心川きれる と とい二

11∠′F吐で+まケト†二∵け1巾7ノメス代j-､りとして′)心

川ち托よ三されノニしゝて〉

プラズマグ)工業的ん日用の-･椎として"切

断装置”,"溶接機”などがあるが,日立で

はすでに純国産初のプラズマ切断装置を開

発,その.基礎1肝究に新技術を加えて今回,

100Ai答接機を完成したものである｡

従来のアルゴンi容接(TIG溶接=ま10A以

‾F▲ク)√還流.ではアークにふらつきがあり､ア

ークの起動が捌雉であった｡これに対しプ

ラズマアークでは,0.1A阜■ユ度の′iE流.でもきわ

めて安定Lたアークが得られ,このためア

ルゴンi存接ではイこ可能とされていた0.05ⅠⅥm

什_Jて‡(7)如く滞枇:7)溶接をはじめ高度の精密溶

接か?宇島にでき,ステン レス･チタン･糾

･タンタル･ジルカロイ･そプ〕他｢tli†ナう‡∃欄

乙･ビJユニ絶ち･ごプi一姥に清川できる

も

濾餞､ご空

囲
∵
⑳

一てァ∴

川
乱
川
㌃
じ
㌦

軸

′諏′.′栗､阜

区14 100Aプラズマ溶接機

おもな特長

〈1)′111(iilキ根･こ′‾}よ一うにn三一業‡グ)#絹射生キメ掟､さ

〕.■1■7汁とた･椛1.中三子存柁作1ゝ三ができる.

一.2〉
一射い什か十く､■れているので熱呈jを三三呼のl帖

力瑚亡く,ナく･'れノ㌧ifi一緒七城か子りこノJれる.=

(3)iゞi指油性が辿く,了花ゃかi■.1い

(4〉 敗亡け仁･ノくイロ･ソト7-ク′左1去化メノJ-℃と

シーールト幼一果により1こへきなi･糾左紘一粧が

川二∴ノれる二.

(5〉 プログラム1棚卸装‾正を内蔵してし-る=.

おもな仕様

i糾在′心似:彬式しTR一入′1,1正作`】にi允100ノ1

1ヒ作†小】トキi60%,`■‾に流網ヤた範l-11二15-し100A

i別荘トーチ:-け三上〔UⅥr-11,一′ヒ1打心允100A

タン ブステン`.に佃そ2.4≠,ごT川リブJい水iT㌻

ケーーブ′し1去き3m

iTT山川くホン丁:作ラJしU■P-HB, タンクノブ羊

11･7的80/

如川川上トIJグ)15A.40Aおょびifト具との剃t

でナーせi-]土地一哉は江‾丈に上I)与川ミする､-.
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音声応答装置を日本国有鉄道

鉄道技術研究所に納入

コンビュー一夕から向接‾汀1…JによりLリけ‡がfリニ

⊥､〕れる汗′!り心手筈装掛ARU)をこの亡.エビ､て心J丈

L,Lりゞ1_一王三J打鉄道鉄泊代納研究巾/､＼納入lノた.

ARUご土,コンヒューータノ〕処+耶▲土子り⊥をナ

イスフ‾■レイヤタイ‾フライクに丁い一トノて.1`‥

をけいてJ‖僻する斗妄呂･◆こで,′.一に【捌り舶にJキ如

して`･に榊幾ヒ]ンビューー一夕ろ)托討rぅーる↑=川J

う吏り土たしているもプ‾)て-ある′

すなわち､不朽1ヒ多放･ノ叩=】=†+土_;立【J】･ノ【･け

地∴1･-二か⊥､J′1L〔榊詣でARtJ与･けLヾ'】リ=一,AR

Uか⊥､〕ゾ‾)汀jF=二子ノトて,押しノトタンデイ1一一

′しによりデーー一夕を人ノノL,A Rし7ご士ニノ)テ

‾タを]ンヒ■ユー一夕に船越-‾jlる.コンヒ_ユ

‾タで処押さメしたホ.1接ごユARt_丁に.;娃.;玉-さメJ

こ叫ノ+古を【-一号ニパ汁二射負してノ.に.㍍綿毛に.i去り.1l･.

す手き石′こでr言ノ)る_.

†り小けJ‾恥凸約めのARUご三､1に】;爪二上

りJ叫桁j二約を什1･うシステムに川いろさノ.ハ

で F榊lT44叶･か⊥､⊃そ叫朴了Eキート仙川一節∴心

と州√け進め,耶1札 汀‡2糊と収1一土うナ加

/㌧一･〉け川1147-rI二3‖にち13J別ヒ～_ノてり三儀シフ､

テムを1こ成約人しノ㌧ものである

本システム+ま,AIモUを.墟しノて心.1椀カ▲

ごJ巾才朴川こ咋粍了1約センタl一･しフ‾)コンヒ

タを岬ひ､川L,希L‡′り川小卜れ､_剛小二川,

ノし放ち■ヒ1を,抑Lボタンク■イヤ′しノ㌧放′トニ

人ノJ‾ナるニヒにより,肘∫-i了ノ‾)J二約かでミ

吼iノどJJト刈り汚ごま十べてARUか-1二J巾..し_

(より地祇される..

ニグ)サ‾どてフ州朋子丁されれ+士＼仏界ご土方っ

ざわざ"ムヒ､'り･グ‾億11にイ+こかノユ･くても,

▲舟㌢束艇ゾ‾Jノlに∫榊三宅かLIJ剛古ブイ約ができる

卜/･▲にイユーjjJ‥川仙/二.爪f～十トーービ7､ノー小り卜

〔-√‾‾ト′∴1■′二)こJつ‾〉ヒ仰什】J二こブし‾+いろ+‾比/∴

Jり州打払;凸∴ノ7､千ムf三川ンごイニ_もつこ′7}f川

州-'･ン■1モけ･1‾-ン
･Jニニ.戸‾7川トニて‥｡

共同石油株式会社から

ファックス全国システムを受注

】ト｢亡をゴー…lでご上､ニノ〕ほと･■J〔川イ｢油化ノ℃

二;ご什か-_ノiてr小′-づこ文才.1i主潮二･フ丁クンミリ

けニ■ミ′す心去.う斗ヒ;;一■･二j壬=≡転16丁子,′之イ∴樅19デr与

一丁ヱi_卜し7∴

エゴしご三ハトj†i■f附1二+一しニニーざ什1＼‖∴仙帆仙

l･,L八与+,J㌍川1,仙j‥ わ.㌧h‡人帆IJ_二

l■い
∴=二′′こ納札 帖一弘･∴11上いデーナう上ひ†抑l【

(肘†いり 帥′フ‾lj‾･:丁･甘≡;.′山∴=.･■｢.川=シJう3∫･fl

杓小二称叶ノ■ヒ弓ミ1■i∴･人拙けこち･rr′･アシ ミリシス

テムである._.
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編集後記

超高圧大容量変圧器の絶縁技術における根幹は,硯段階ではコロナ

(部分放電=こあるといえる｡10年ぐらい前までは破壊屯圧が恨幹と

なっていたが,ここ数年来,コロナに関する研究のウエートの置かれ

方は大きく,かつ絶縁技術の質的内容が急速に高度化し,技術的凶報

怯も高まってきている｡

｢変圧器絶縁におけるコロナ+では,こ二2～3年の間,日立製作所

において行なわれた変圧器絶縁のコロナに関する数例の研究成果概要

を紹介Lている｡

◎

昭和46年6札 新宿新都心に同地区の第1号超高層ビルとして,地

_l二170m,47階建ての京王プラザホテルが竣工した｡日立製作所では,
佃ホテルに乗用の150m/minサイリストロニックSV形ギャレスエレ

ベⅦタ5子音と展望F;皆直行用の東洋最高速360m/minサイリストロニッ

クAS形ギャレスエレベータを納入した｡

｢京よプラザホテル納めAS形360m/min高速エレベータ+では,

AS形360m/mi｡高速エレベータの速度別御方式､振動騒音および安

全装置の概要とその技術成果を詳述している｡

わが匡lにおける超高層ビル計画が,新宿新都心を中心に活発に行な

われている汎 関係諸氏には貴重な資料となろう｡
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◎

鉄道業務の自動化,省力化はかねてからその必要性が論じられ,す

でに各托の自動化慌器が導入されて実績が得られつつある0
しかしそ

れら個々の機器によってもたらされる合理化の効果には限度があー)I

最近では,それらを統合管理する高度化したシステムの導入によって,

兵に近代化･自動化の実をあげようと試みられているD

本号は,最近の日立鮒乍所における鉄道業務へのコンビュ耶夕導入例

をまとめ,｢新幹線運転管理システム"コムトラック(COMTRAC)''+ほ

か4縮をもって｢鉄道における計算制御システム特集+としてまとめ
才一
ノ+U

ますます複雑化してゆく鉄道企業が,あらゆる部門にわたって近代

化･合理化してゆかねばならぬ析,時宜を得た論文集といえようロ

◎

巻頭を飾る-一骨一言らんには,前日本国有鉄道常務理事電気局長

山口欽一一氏より,←国鉄の現在と未来+と題L,常に未来を目指しての

創造へ,自主開発を推進してゆくのがわが国の鉄道の最重要課題であ

るとのご高説をちょうだいした｡

ご繁用中にもかかわらず,本誌のために特に稿を草されたご好意に

対し,心から厚くお礼申しあげる次第であるロ
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